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どうやってできるの？
「予算」と「条例」
予算と条例ができるまでの流れを議会のはたらきとともにご紹介。
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予算委員会予算委員会

市民の意見や地域
 の状況などを踏まえ、
市役所の各部局で次年度
に必要な予算を検討
し見積ります。

予算の検討
1

予算の成立には議会が議決
をする必要があるため、
市長は議会に予算案を
提出し、説明します。

議案の
上程・説明

3

各部局から出された
案について、市長は緊急性
や優先順位などを検討し、
 最終的な予算案を 
つくります。

予算案の作成
2

議案の審査
6

議会で可決されると、
新年度の予算が
成立します。

新年度予算の
成立

9

予算案に対する賛否を
討論したあと、多数決により
予算委員会として予算案を
可決するか否決するか
を決定します。

討論・採決
7

予算委員長が審査結果報告
をしたあと、改めて討論を行い、
すべての議員が参加し、議会
として予算案を可決する
か否決するかを決定
します。

審査結果報告・
討論・採決

8 提出された予算案を
さらにくわしく審査する
ため、議長は予算委員
会に付託します。

委員会付託
5

市は、それぞれの
事業計画などに基づ
き、各施策を実施
します。

事業の実施
10

予算案について議員
が質疑をし、それに対し
市の執行部が答弁を
行います。

質疑
4

STEP 1
問題提起する

STEP 2
プロジェクトチームで考える

STEP 3
市民とともに考える

STEP 4
60人の議員で決定する

STEP 5
実行する

議員が地域の課題などを
踏まえ、条例策定の実現
に向けて検討します。

❶ 検討

PTの設置を議長へ申出し、議会
運営委員会の承認を得ることが必
要です。

❷ PTを設置

公正さの確保や透明性の
向上のため、素案に対する
市民意見を募集します。

❹ 市民意見の募集
議員提出議案として提
出し、多数決により可
決されると条例が制定
されます。

❺ 議会の議決
・市による条例に基づく
　施策の実施
・議会による執行状況の
　確認

❻ 施行

本会議では、
議案に対する質疑や討論、
採決が行われます。

条
例
を
公
布

条
例
案
を
決
定

条
例
の
素
案
を
決
定

議員
60人

委員
12人以内

❸ PTに よる検討・協議
・他自治体の研 究／本市の取組状況の確認
・学識経験者な どから意見聴取
・条文の検討　 　　　　　　　など

20人の委員が
市の執行部へ質疑を
行うなど、きめ細かく
審査します。

埼玉県の当初予算は
3兆5,546億円

ちなみに、

さいたま市の
令和6年度当初予算

総額
1兆1,816億円

企業会計

特別会計

一般会計

※端数処理の都合上、
　合計が一致しない場合があります。

1,342億円

3,355億円

7,120億円

「条例」 で
き
る
ま
で

がで
き
る
ま
で

が
条例をつくるには、①市長が議会に提案す
る、②議員が提案する、③市民が直接請求す
る、の３つの場合があります。ここでは、
政策条例検討プロジェクトチーム（以下、
「PT」という。）での検討を経て議員が提案
する場合のプロセスを解説します。

そもそも「条例」とは？
地方公共団体が制定することができる法律
の一種です。自らの区域内で適用されるも
ので、法令の範囲内で制定することができ
ます。

「予算」 で
き
る
ま
で

がで
き
る
ま
で

が
毎年、2月定例会では、予算委
員会において、市長から提出さ
れた新年度の予算案を審査しま
す。ここでは、予算が成立する
までのプロセスを解説します。

そもそも「予算」とは？
1年間にいくらお金が入ってく
るか（歳入）と、いくら使うか
（歳出）の見積りのことを予算
といいます。予算は、市長が案
をつくり、議会の議決により決
まります。

どうやってできるの？
「予算」と「条例」

予算と条例は、市にとってとても重要です。
皆さんは市の予算と条例が
どのようにしてつくられるかご存じですか？
今回はそれぞれができるまでの流れを
わかりやすくご紹介します。
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クローズアップ

このほかの議案などの審議結果は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

令和6年2月定例会（2月6日～3月14日／会期38日間）

市長から「選ばれる都市として、さいたま市の新時代へのシンカに取り組む予算」として提出された令
和6年度予算議案は、一般会計、全会計予算総額ともに過去最大規模となりました。
議案は予算委員会に付託され、9日間にわたり分野別
に審査が行われました。審査結果は本会議に送られ、
採決の結果、一般会計予算など全会計予算議案が可
決され、新年度予算が成立しました。

議案第17号　令和6年度さいたま市一般会計予算　ほか16議案

令和6年度予算が成立

インターネットの拡散性、非対面性などの特性に起因して、誹謗中傷やプライバシーの侵害、差別的言
動などの人権侵害が容易に行われている現状を鑑み、インターネット上の誹謗中傷などの防止や被害
者支援などに関する施策を総合的、計画的に推進し、安全で安心な地域社会の実現に寄与することを
目的とする条例制定議案が議員から提出され、可決されました。
このような目的の条例制定は、政令指定都市では初めてとなり、実効性のある相談支援体制の整備な
どが期待されます。

議員提出議案第１号　さいたま市インターネット上の誹謗中傷等の防止及び被害者支援等に関する条例の制定について

インターネット上での誹謗中傷などの防止や
被害者支援などに関する条例が可決

議会の監視機能を維持しつつ、他の政令指定都市の状況や、近年の物価変動などを総合的に勘案し、
議会の議決に付さなければならない工事または製造の請負に係る契約の予定価格の下限額を3億円
から5億円に引き上げるための条例改正議案が議員から提出され、可決されました。下限額の引き上げ
は令和6年度に締結する契約から適用され、従来必要だった議決前の仮契約や議会の議決が不要とな
ることにより、契約までにかかる期間が短縮されることとなります。

議員提出議案第2号　さいたま市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

議決に付すべき契約の予定価格の下限額が5億円に

2月定例会で審議された議案　市長提出議案90件、議員提出議案2件／合計92件

＜令和6年度予算案4本の柱＞
●新時代を切り拓くさいたま市らしさの深化
●誰一人取り残さない持続可能な地域社会の実現
●激甚化する自然災害への対策強化
●DX*推進と公民学共創による質の高い市役所の創造
＊DX(デジタルトランスフォーメーション)…デジタル技術の活用による新たなサービスの創出や柔軟な改変を行うこと。
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代
表
質
問

7
会
派
12
人
の
議
員
が
、
市
政
に
対

す
る
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

阪
本
克
己
／
西
山
幸
代
／
小
森
谷 

優

照
喜
納
弘
志
／
新
藤
信
夫
／
金
井
康
博

都
築
龍
太
／
青
羽
健
仁
／
松
村
敏
夫

竹
腰　

連
／
堀
川
友
良
／
小
柳
嘉
文

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
の
防

止
は
、
社
会
的
に
も
共
通

の
認
識
と
な
っ
て
い
る
。
公
園
や
駅

前
な
ど
の
公
共
空
間
に
お
け
る
分
煙

化
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

本
市
で
は
、
都
市
公
園
内

の
禁
煙
、
分
煙
化
を
試
行

し
て
い
る
。
今
後
、
分
煙
を
試
行
し

て
い
る
公
園
で
は
、
民
間
企
業
の
協

力
の
も
と
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
型
の
喫

煙
エ
リ
ア
を
試
験
的
に
導
入
し
、
そ

の
分
煙
効
果
に
対
す
る
市
民
意
見
聴

取
な
ど
の
取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
駅
前
の
指
定
喫
煙
場
所
に
お

い
て
は
、
民
間
企
業
の
協
力
も
仰
ぎ

な
が
ら
、
非
喫
煙
者
の
視
点
も
引
き

続
き
考
慮
し
、
よ
り
良
い
分
煙
環
境

の
在
り
方
を
追
求
し
て
い
き
た
い
。

新
規
就
農
者
は
有
機
農
業

を
志
向
す
る
傾
向
に
あ
る
。

本
市
が
＊

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
を
行
う
こ
と
が
持
続
可
能
で
魅

力
あ
る
都
市
農
業
の
確
立
に
資
す
る

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

有
機
農
業
の
推
進
に
向
け

て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

市
民
意
識
調
査
や
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
行
っ
た
他
自
治
体

に
職
員
を
派
遣
し
、
メ
リ
ッ
ト
や
実

施
に
お
け
る
課
題
な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
今
後
は
農
業
者
、
消
費
者
、
販
売
・

流
通
関
連
事
業
者
な
ど
で
構
成
す
る

検
討
会
を
設
置
し
、
様
々
な
立
場
か

ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
の
実
現
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。

防
災
に
は
女
性
視
点
が
重

要
だ
が
、
防
災
対
策
の
意

思
決
定
へ
の
女
性
参
画
、
女
性
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
育
成
・
活
用
、
男

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
で
の
女

性
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

災
害
対
策
全
般
の
諮
問
機

関「
さ
い
た
ま
市
防
災
会

議
」に
お
い
て
女
性
委
員
の
登
用
率
向

上
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
は
、
制
度
周
知

や
研
修
会
な
ど
に
よ
り
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
つ
つ
育
成
・
活
用
に
努
め

て
い
く
。
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観

点
か
ら
防
災
に
関
す
る
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
今
後
、
他
自
治
体

の
例
も
参
考
に
女
性
人
材
の
育
成
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
宮
駅
Ｇ
Ｃ
Ｓ
化
構
想
で

の
駅
前
広
場
の
整
備
に
当

た
り
、
大
宮
に
お
け
る
シ
ン
ボ
ル
の

重
要
性
に
つ
い
て
の
見
解
は
。
ま
た
、

質
問
者�

※
質
問
順

誰
も
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

公
共
空
間
の
分
煙
化
の
充
実
を

市
内
農
業
振
興
の
た
め

有
機
農
業
の
さ
ら
な
る
推
進
を

立
憲

重
要
性
が
増
す
女
性
視
点

防
災
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を

多
く
の
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
公
園
で
は

禁
煙
・
分
煙
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る

すべての質問の様子は、右の二次元コード
から、インターネット議会中継（録画配信）
でご覧になれます。

将
来
の
大
宮
駅
前
広
場

市
民
の
誇
り
と
な
る
シ
ン
ボ
ル
へ

＊ オーガニックビレッジ
有機農業の生産から消費まで一貫し、農業者のみならず事業
者や地域内外の住民を巻き込んだ地域ぐるみの取組を進める
市町村のこと 。
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ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
支

援
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、
同
協
議

会
と
連
携
し
効
果
検
証
を
重
ね
な
が

ら
配
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

小
中
学
校
に
配
備
さ
れ
た

学
習
用
端
末
に
つ
い
て
、

児
童
生
徒
の
学
習
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
、
修
理
対
応
と
更
新
時
期
を

迎
え
る
端
末
の
更
新
計
画
を
作
成
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

学
校
で
1
人
1
台
端
末
を

活
用
し
た
個
別
最
適
な
学

び
や
協
働
的
な
学
び
が
進
む
一
方
で
、

故
障
に
よ
る
端
末
不
足
が
あ
る
こ
と

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

検
討
段
階
で
ど
の
よ
う
に
市
民
意
見

を
取
り
入
れ
て
い
く
の
か
伺
う
。

駅
前
広
場
は
、
交
通
タ
ー

ミ
ナ
ル
と
し
て
の
役
割
に

加
え
、「
都
市
の
顔
」と
な
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
大
宮
駅
Ｇ
Ｃ
Ｓ
化
構
想
で
は
、
そ

の
役
割
や
重
要
性
を
踏
ま
え
、
氷
川

参
道
を
は
じ
め
と
し
た
緑
を
軸
と
す

る
計
画
を
進
め
て
い
く
。
市
民
意
見

の
導
入
に
つ
い
て
も
大
変
重
要
と
認

識
し
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で

の
意
見
聴
取
や
、
市
民
が
直
接
参
加

す
る
議
論
の
場
も
設
け
、
市
民
意
見

の
反
映
に
努
め
て
い
く
。

雇
用
機
会
の
創
出
、
交
流

人
口
の
増
加
で
市
内
経
済

の
活
性
化
を
図
り
、
税
収
増
も
果
た

す
た
め
、
地
域
未
来
投
資
促
進
法
の

活
用
も
視
野
に
産
業
集
積
拠
点
を
整

備
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

本
市
で
は
、
財
政
基
盤
の

強
化
や
雇
用
機
会
の
創
出

な
ど
の
た
め
戦
略
的
な
企
業
誘
致
と

産
業
集
積
拠
点
の
整
備
を
進
め
て
い

る
。
6
地
区
の
う
ち
4
地
区
で
順
調

に
進
捗
し
、
新
た
な
企
業
の
操
業
や

土
地
区
画
整
理
事
業
の
組
合
設
立
認

可
な
ど
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
今
後
、

新
た
な
産
業
集
積
拠
点
候
補
地
区
の

選
定
に
向
け
た
調
査
を
予
定
し
て
い

る
た
め
、
同
法
の
活
用
も
含
め
、
地

域
特
性
に
応
じ
た
整
備
手
法
を
検
討

し
、
選
定
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 

生
活
上
の
困
難
を
抱
え
、

相
談
相
手
も
な
く
孤
立
を

深
め
る
人
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し

た
方
々
を
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
、

＊

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
配
置
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

様
々
な
事
情
で
支
援
に
結

び
付
か
な
い
方
々
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
行
政
だ
け
で
解
決

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が

行
政
の
手
が
届
か
な
い
部
分
で
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
昨
年
か
ら
試
行
的
に
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

も
事
実
。
今
年
度
は
修
繕
代
替
機
を

1
5
0
0
台
増
や
す
と
と
も
に
、
修

繕
対
応
の
手
続
き
を
簡
略
化
す
る
な

ど
、修
繕
期
間
の
短
縮
に
努
め
て
い
る
。

令
和
7
年
度
に
は
約
9
万
台
の
端
末

の
契
約
更
新
を
迎
え
る
た
め
、
調
達

の
在
り
方
を
検
討
し
、
学
習
に
支
障

が
出
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
端
末
更

新
の
計
画
を
作
成
し
て
い
く
。 

市
民
の
生
活
を
脅
か
す
空

き
家
に
つ
い
て
は
、
正
の

不
動
産
へ
と
転
換
さ
せ
る
取
組
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
不
良
な

生
活
環
境
の
ご
み
屋
敷
に
つ
い
て
、

条
例
策
定
の
検
討
を
求
め
る
。

空
き
家
対
策
で
は
、
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
本
市
で

は
第
3
期
空
き
家
等
対
策
協
議
会
を

発
足
さ
せ
、
次
期
計
画
の
作
成
に
向

け
協
議
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
解

体
費
用
や
土
地
売
却
費
用
を
気
軽
に

調
べ
る「
さ
い
た
ま
市
版
す
ま
い
の

終
活
ナ
ビ
」を
開
始
し
た
と
こ
ろ
。
ご

み
屋
敷
対
策
で
は
、
今
年
1
月
に「
不

良
な
生
活
環
境
の
解
消
等
に
関
す
る

要
綱
」を
定
め
て
お
り
、
今
後
、
関
係

空
き
家
・
ご
み
屋
敷

市
民
を
困
ら
す
課
題
へ
の
対
応
は

産
業
集
積
拠
点
の
整
備

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の
取
組

生
活
上
の
困
難
を
抱
え
る
方
を

支
援
に
つ
な
げ
る
次
の
一
手

学
校
の
児
童
生
徒
用
端
末

故
障
な
ど
に
よ
る
不
足
へ
備
え
を

公
明
党

＊ コミュニティソーシャルワーカー
既存の制度の狭間に陥っているなど、本人や家族だけでは解
決が難しい問題を抱える人に、寄り添いながらつながり続け
る伴走型支援や地域の中で解決していける仕組みづくりの支
援などを行う人のこと。

地
域
の
中
で
孤
立
せ
ず
相
談
で
き
る
よ
う

対
象
者
に
寄
り
添
っ
た
長
期
的
な
支
援
が
望
ま
れ
る
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発
掘
さ
れ
た
古
代
の
楽
器
、
口こ
う
き
ん琴

な

ど
の
出
土
資
料
や
古
文
書
、
指
定
文

化
財
な
ど
を
一
堂
に
紹
介
す
る
展
示

の
開
催
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

市
立
小
・
中
学
校
で
ひ
ま

わ
り
特
別
支
援
学
校
だ
け

が
唯
一
、
自
校
式
の
給
食
室
が
無
い
。

保
護
者
と
の
交
流
給
食
や
シ
ェ
フ
給

食
が
で
き
る
よ
う
自
校
式
給
食
室
を

整
備
す
る
べ
き
で
は
。 

ひ
ま
わ
り
特
別
支
援
学
校

は
、
自
校
式
給
食
室
が
無

く
、
ひ
ま
わ
り
学
園
給
食
室
か
ら
の

給
食
提
供
と
な
っ
て
い
る
が
、
提
供

に
限
り
が
あ
る
た
め
、
知
的
障
害
教

育
部
門
高
等
部
の
生
徒
分
は
給
食
セ

ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
。
ひ

ま
わ
り
特
別
支
援
学
校
の
限
ら
れ
た

敷
地
内
で
あ
っ
て
も
、
食
材
の
納
入
、

給
食
運
搬
の
動
線
、
そ
れ
ら
を
含
め

た
給
食
室
自
体
の
整
備
の
可
能
性
に

つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

局
区
で
連
携
し
て
取
り
組
み
な
が
ら
、

条
例
制
定
を
含
め
た
さ
ら
な
る
対
応

方
法
を
研
究
し
て
い
く
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
の
改
訂
に
当
た
り
、
新

技
術
へ
の
支
援
・
普
及
、
森
林
な
ど

に
よ
る
C

　O2

吸
収
量
の
増
加
、
電
力

の
地
域
間
連
携
、
環
境
教
育
の
充
実

な
ど
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

今
後
の
電
気
自
動
車
の
普

及
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る

充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
不
可
欠
と
考

え
る
。
＊
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
発

電
、
熱
供
給
は
重
要
な
シ
ス
テ
ム
と

位
置
付
け
て
お
り
、
ま
た
、
見
沼
田

ん
ぼ
で
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
貢
献
す
る
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
電
力
の

他
地
域
か
ら
の
融
通
に
つ
い
て
は
、

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
環
境
教
育

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
と
保
護

者
の
さ
ら
な
る
意
識
向
上
に
向
け
た

取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
が
令

和
10
年
に
創
建
２
５
０
０

年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
文
化
財
保

全
、
表
参
道
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
、
緑
地
の
環
境
保
全
な
ど
で
関
わ

り
の
あ
る
本
市
は
何
が
で
き
る
か
。

本
市
と
し
て
は
、
氷
川
神

社
一
帯
の
4
つ
の
遺
跡
や

氷
川
参
道
の
並
木
の
ほ
か
、
多
分
野

に
わ
た
る
大
変
貴
重
な
指
定
文
化
財

を
大
事
な
歴
史
文
化
遺
産
と
認
識
し

て
お
り
、
後
世
に
引
き
継
い
で
い
け

る
よ
う
努
め
て
い
る
。
令
和
10
年
に

は
、
先
の
特
別
展
の
成
果
を
踏
ま
え
、

市
立
博
物
館
に
お
い
て
、
遺
跡
か
ら

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め

様
々
な
分
野
で
の
対
策
を

す
べ
て
の
市
立
小
・
中
学
校
に

自
校
式
給
食
室
を
整
備
す
べ
き

障
が
い
の
あ
る
方
の
終
末

期
に
て
、
手
を
縛
る
な
ど

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

日
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
環
境
で
生

活
を
送
り
、
個
人
の「
尊
厳
」を
保
て

る
環
境
を
整
備
す
る
べ
き
で
は
。 

障
が
い
の
あ
る
方
の
終
末

期
に
お
い
て
は
、
日
頃
か

ら
慣
れ
親
し
ん
だ
環
境
で
生
活
を
送

り
、
最
後
ま
で
個
人
の
尊
厳
を
保
つ

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
、
本
人
の
意
思

決
定
に
基
づ
く
ケ
ア
が
最
も
重
要
と

さ
れ
て
い
る
。
障
が
い
の
あ
る
方
が

「
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
の
で
き
る

環
境
」に
つ
い
て
は
、
重
要
な
課
題
と

考
え
て
お
り
、
ま
ず
は
、
障
が
い
者

施
設
で
の
終
末
期
ケ
ア
な
ど
の
実
態

の
聞
き
取
り
を
行
う
な
ど
、
現
状
把

握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
推
進

施
設
整
備
予
定
地
で
あ
る
、

県
立
衛
生
研
究
所
跡
地
の
土
地
取
得

障
が
い
の
あ
る
方
の
終
末
期

尊
厳
を
保
て
る
環
境
整
備
を

さ
い
た
ま
自
民
党

ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
推
進
施
設

整
備
予
定
地
取
得
の
見
通
し
は

文
化
遺
産
や
緑
地
空
間
な
ど

氷
川
参
道
周
辺
の
活
用
を

＊ コージェネレーション発電
天然ガス、石油、LPガスなどを燃料として、エンジン、タービン、
燃料電池などの方式により発電し、その際に生じる廃熱も同
時に回収するシステム 。

約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
参
道
は

都
心
部
の
貴
重
な
緑
地
空
間
と
な
っ
て
い
る

自
民
党
市
議
団
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つ
い
て
、
貸
与
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
が
、
市
の
方
針
は
。
ま
た
、
貸

与
す
る
場
合
に
も
、
有
償
貸
与
と
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

順
天
堂
大
学
附
属
病
院
の

整
備
予
定
地
と
な
っ
て
い

る
市
有
地
に
つ
い
て
は
、
正
式
な
文

書
は
交
わ
し
て
い
な
い
も
の
の
、
市

と
し
て
は
貸
付
す
る
方
向
で
考
え
て

い
る
。
た
だ
し
、
無
償
・
有
償
な
ど

の
貸
付
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
病
院

が
ど
の
よ
う
な
地
域
貢
献
を
行
え
る

か
に
よ
り
判
断
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

埼
玉
県
と
順
天
堂
大
学
へ
伝
え
て
い

る
。
引
き
続
き
、
し
っ
か
り
と
地
域

貢
献
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
求

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

与
野
中
央
公
園
の
周
辺
整

備
と
し
て
行
っ
て
い
る
付

替
え
道
路
工
事
の
影
響
で
、
周
辺
住

宅
の
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
の
破
損
や
室
外

機
の
傾
き
な
ど
の
被
害
が
で
て
い
る

が
、
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

周
辺
住
宅
の
破
損
な
ど
に

つ
い
て
は
、
専
門
業
者
に

よ
る
調
査
を
実
施
後
、
付
替
え
道
路

工
事
の
影
響
が
判
明
し
た
場
合
は
、

丁
寧
に
説
明
の
う
え
適
切
に
補
償
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、（
仮
称
）
次
世

代
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
に
際
し
、

事
業
者
へ
工
事
前
後
の
近
隣
家
屋
調

査
を
求
め
る
予
定
で
あ
る
。
記
録
の

比
較
に
よ
り
、
工
事
に
起
因
す
る
破

損
が
認
め
ら
れ
た
際
は
、
事
業
者
が

市
に
報
告
の
う
え
、
現
況
復
旧
に
努

め
る
な
ど
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

算
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
継
続
的
な

財
源
確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
り
、

市
単
独
で
の
実
施
は
困
難
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
国
が
大
き
な
方
向
転

換
を
図
り
、
全
国
一
律
に
給
食
費
無

償
化
に
特
化
し
た
交
付
金
や
補
助
金

な
ど
の
継
続
的
な
財
政
措
置
が
行
わ

れ
る
場
合
は
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

給
食
費
無
償
化
を
今
後
し
っ
か
り
と

国
に
要
望
し
て
い
く
。

市
が
保
有
す
る
順
天
堂
大

学
病
院
の
整
備
予
定
地
に

に
つ
い
て
、
埼
玉
県
と
の
現
在
の
協

議
状
況
と
、
具
体
的
な
取
得
時
期
に

つ
い
て
伺
う
。

（
仮
称
）さ
い
た
ま
ス
ポ
ー

ツ
シ
ュ
ー
レ
推
進
施
設

に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
と
土
地
取
得

に
向
け
た
協
議
を
開
始
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
、
整
備
手
法
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
検
討
と
並
行
し
て
、
取

得
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
合
意
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
速
や
か
に
土
地

の
取
得
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
調
査
検
討
に
要
す
る
期
間

を
踏
ま
え
る
と
、
現
時
点
で
の
見
込

み
は
、
当
初
の
申
入
れ
か
ら
は
少
し

遅
れ
、
令
和
8
年
度
の
取
得
を
目
途

と
し
、
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
保

護
者
の
経
済
状
況
が
変
化

す
る
中
、
市
は
早
急
に
学
校
給
食
費

を
無
償
化
す
べ
き
。
ま
た
、
国
に
対

し
て
も
無
償
化
の
要
望
を
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

実
施
し
た
場
合
、
現
状
に

加
え
、
毎
年
約
50
億
円
の
費
用
が
加

学
校
給
食
費
無
償
化
で

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を

日
本
共
産
党

順
天
堂
大
学
附
属
病
院

市
有
地
貸
付
に
慎
重
な
判
断
を

与
野
中
央
公
園
周
辺
整
備
工
事

周
辺
住
宅
の
被
害
へ
の
対
応
は

政
策
・
方
針
決
定
に
か
か
わ
る

女
性
の
み
の
組
織
の
立
上
げ
を

子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
保
護
者
負
担
軽
減
の
た
め

学
校
給
食
費
の
無
償
化
が
望
ま
れ
て
い
る

整
備
工
事
が
進
む
与
野
中
央
公
園
周
辺

周
辺
住
民
へ
の
丁
寧
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
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本
市
の
男
女
共
同
参
画
推

進
本
部
は
男
性
が
97
・
4

％
。
市
が
目
指
す「
政
策
及
び
方
針
決

定
過
程
の
女
性
の
参
画
拡
大
」の
た
め
、

女
性
の
み
の
組
織
立
上
げ
を
提
案
す

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

本
市
で
は
、女
性
の
政
策
・

方
針
決
定
過
程
へ
の
参
画

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
向
け
た
取

組
を
進
め
る
う
え
で
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
女
性
管
理
職

の
登
用
を
促
進
し
て
い
る
。
ま
た
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
へ
向
け

た
推
進
体
制
と
し
て
、
男
女
共
同
参

画
推
進
本
部
を
設
置
し
て
い
る
が
、

男
性
の
比
率
が
高
い
状
況
で
あ
る
。

女
性
の
み
の
組
織
の
立
上
げ
に
つ
い

て
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
の
、

よ
り
効
果
的
な
在
り
方
を
検
討
す
る

中
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め

に
必
要
な
い
じ
め
対
策
に

つ
い
て
、
今
年
度
に
実
施
す
る「
さ
い

た
ま
市
ス
ト
ッ
プ
い
じ
め
！
子
ど
も

サ
ミ
ッ
ト
」と
、
今
ま
で
の
い
じ
め
対

策
の
取
組
と
の
違
い
を
伺
う
。

本
サ
ミ
ッ
ト
は
、
子
ど
も

が
主
役
と
な
り
、
い
じ
め

と
向
き
合
い
、
主
体
的
に
行
動
す
る

こ
と
を
通
し
て
、「
い
じ
め
の
な
い

未
来
」の
具
現
化
に
向
け
た
取
組
を
行

う
も
の
。
こ
れ
ま
で
と
比
べ
、
一
部

の
学
校
の
発
表
を
聞
く
の
み
で
な
く
、

子
ど
も
た
ち
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
じ
て
各
校
が
行
っ
た
取
組
を
大
人

に
説
明
し
、
議
論
し
、
他
校
の
情
報

も
広
く
集
め
な
が
ら
自
分
た
ち
の
取

組
を
改
善
し
、
ア
ク
シ
ョ
ン
に
移
す

こ
と
を
重
視
し
て
お
り
、
今
後
の
検

証
も
行
う
考
え
で
あ
る
。 

外
郭
団
体
で
あ
る「
さ
い

た
ま
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
」の
事
業
的
自
立
の
た
め
、
具
体

的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
あ
る
中
期
事

業
計
画
書
の
公
開
を
促
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

本
市
は
当
該
団
体
に
対
し
、

平
成
31
年
度
か
ら
人
的
・

財
政
的
援
助
を
行
っ
て
い
る
が
、
団

体
の
民
営
化
・
自
立
化
は
成
し
遂
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
目
標
と
認
識
し

て
い
る
。
中
期
事
業
計
画
書
は
、
団

体
の
将
来
的
な
自
立
化
を
考
慮
し
つ

つ
目
標
設
定
と
活
動
内
容
を
記
載
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
公
表
に
つ
い

て
は
団
体
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
と

な
る
が
、
本
市
と
し
て
は
、
今
後
、

公
開
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
効
果
検
証
は
、
と
も

に
対
策
を
行
っ
た
医
師
会
や
関
係
団

体
、
支
援
策
を
活
用
し
た
企
業
、
市

民
な
ど
、
第
三
者
の
視
点
を
交
え
た

考
察
を
し
て
今
後
に
生
か
す
べ
き
。

今
般
、
本
市
で
は
コ
ロ
ナ

禍
で
の
様
々
な
取
組
の
整

理
、
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。
今
後
、

各
取
組
の
検
証
を
進
め
て
い
き
た
い
。

先
行
し
て
、
医
療
関
係
者
な
ど
と
保

健
医
療
分
野
に
お
け
る
対
策
の
課
題

点
の
検
証
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、「
さ
い
た
ま
市
感
染
症
予
防
計

画
」を
令
和
６
年
４
月
に
施
行
す
る
。

今
後
、
ほ
か
の
分
野
に
つ
い
て
も
、

関
係
団
体
や
市
民
な
ど
の
声
を
受
け

止
め
検
証
を
進
め
、
＊
新
興
再
興
感
染

症
対
策
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

市
の
支
援
が
続
く
外
郭
団
体

経
営
の
自
立
化
に
向
け
て

子
ど
も
が
希
望
を
持
て
る
社
会
に

い
じ
め
根
絶
に
向
け
た
取
組
は

無
所
属
み
ら
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

多
角
的
視
点
を
交
え
た
検
証
を

維
新

い
じ
め
は
決
し
て
許
さ
れ
る
行
為
で
は
な
い

撲
滅
に
向
け
子
ど
も
も
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

今
後
の
新
興
再
興
感
染
症
に
備
え

十
分
な
効
果
検
証
が
求
め
ら
れ
て
い
る

＊ 新興再興感染症
最近になって新しく出現した感染症の総称を新興感染症とい
い、近い将来克服されると考えられていたものの再び流行す
る傾向が出ている感染症を再興感染症という。
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お 知 ら せ

さい たま 市 議 会 からの

　全議員から能登半島地震に対する義援金を送りました
令和6年1月に発生した能登地方を震源とする地震で被災された方の支援に役立てていただくため、さいたま市議会全議
員から北信越市議会議長会および石川県へ合計120万円の義援金を送りました。
また、本市職員の被災地派遣先である石川県七尾市の避難所などを訪問し、被災地を激励しました。
犠牲になられた方のご冥福と、被災地の早期の復旧・復興をお祈りします。

　市議会ハラスメント防止研修を
　実施しました
政治分野における男女共同参画の推進や、ハラスメント
発生の防止を目的に、Stand by Women代表の濵田真
里氏を講師に招き、議員向けの研修を行いました。講義
では、地方議員におけるハラスメントの実態について、
様々な具体的な事例などが紹介され、参加した議員はハ
ラスメント対策の現状と解決のための取組などについて
理解を深めました。

　オープン委員会を開催しました
令和6年2月17日、文教委員会では、「社会教育が街を変
える」をテーマに大宮国際中等教育学校にてオープン委
員会を開催しました。学識経験者による社会教育の意
義についての講演や、生徒からさいたま市のオリジナル
スイーツ、東日本大震災の被災者支援、大宮駅バス乗り
場の改善について実践事例を発表いただき、議員と活
発な意見交換を行いました。

2月9日、東京事務所にて北信越市議会議長会会長（富山市議会議
長）に義援金20万円の目録を渡しました

3月8日、石川県庁にて石川県知事に義援金100万円の目録を渡し
ました

10saitama city council No.99



5つの常任委員会では、

議案の審査だけでなく、

市民生活に深くかかわる

課題について調査研究を

行っています。

令和5年度の取組状況を

ご紹介します。

沖縄県では美ら島沖縄学講座などの特色ある取組を調査（10月）

人生100年時代の学びと地域づくり
社会教育の役割とは

文教委員会

社会教育は、課題解決のためのWeの学びです。私たちは那覇
市の若狭公民館を視察し、年齢、性別、障がい、国籍にかかわ
らず、だれもが学び合い、つながり合いながら地域課題に取り
組む様々な事業の知見
を学びました。さらに2月
にはオープン委員会を
開催し、市民からの実践
事例を通じ社会教育の
視点が街づくりに必要
であると発信しました。

札幌市の脱炭素社会に向けた取組を調査（11月） 

脱炭素の取組の加速で
公民学のグリーン共創を推進

市民生活委員会

「脱炭素社会に向けた取組」をテーマに、札幌市の公有施設な
どのZEB（Net Zero Energy Building）化や北海道の再生可
能エネルギーの先進事例を調査しました。脱炭素先行地域と
して、本市が2030年ま
でに目指す地域脱炭素
の取組を加速させるべ
く、今後もさいたま発の
公民学によるグリーン
共創を後押しできるよう
支援していきます。 

松山市ではアプリの画面を見ながら機能などを調査（11月）

デジタル技術で
楽しい子育て環境の実現へ

保健福祉委員会

本市では、子育て世帯の負担を少しでも軽くするため、LINE
やAIチャットボットの活用を進めてきました。委員会では、子
育てDXの先進自治体を調査し、病児保育、一時保育のオンラ
イン予約や、子どもの成
長記録、家族間の情報共
有、予防接種スケジュー
ルの自動生成機能など
を持った子育て支援アプ
リについて研究しました。

仙台市では定禅寺通の活性化事業などを調査（11月）

ひと＆空間がつながる
居心地の良いまちづくりのために

まちづくり委員会

本委員会では、地域を巻き込んだまちづくりをしている仙台
市と弘前市を視察しました。両市では、市と地域の多様な主
体がともに課題共有や意見交換を行い、にぎわいづくりのた
めに新たなイベントや事
業を行い、地域の課題
解決に向け取り組んで
いました。本市において
も多様な主体がともに
担い手として活動でき
る場が望まれます。

久留米市の若手農業者による農業経営安定化の取組を視察（11月）

持続可能で魅力ある
都市農業の確立に向けて

総合政策委員会

本市では農業生産が活発に行われていますが、農地の減少や
農業者の高齢化の課題も抱えています。一方、有機農業を志
す就農者も増えており、マルシェや学校給食での地産地消の
取組も進んでいます。市
内の若手農業者との意
見交換会や福岡市、久
留米市、佐賀市への視
察で経営多角化や全農
の栽培技術開発などを
学んできました。

常任委員会
活動リポート

Report
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本会議・委員会の傍聴 インターネット中継
会議を生中継・録画配信して
います。パソコンやスマート
フォンなどから
ご覧ください。
※現在、区役所ロビー
での放映は行っており
ません。

開催日当日、議会棟３階
で受付しています。

※手話通訳・要約筆記を
ご希望の方は、7日前まで
に議事課にご連絡くださ
い(Fax.829-1984)。会期日程は、ホームページをご覧く

ださい。くわしくは議事課までお問い
合わせください（Tel.829-1753）。

さいたま市議会
X（旧Twitter）

6月5日（水）～
次の定例会は

今号のトピックスでは、2月定例会で審議された「新年度予算」
と「政策条例」ができるまでの流れに着目し、議会がどのよう
にかかわり、活動しているのかをご紹介しました。これからも、
さいたま市議会の活動を「ロクマル」をはじめ、インターネット
中継やテレビ広報番組、ホームページなどを通じて幅広く皆
様にお伝えしていきます。
市民の皆様にとってさいたま市が、将来にわたって暮らしやす
いまちとなるよう、今後も議員一同励んでまいります。

編集後記 議会広報編集委員会

［委員長］ ［副委員長］

［ 委 員 ］

議長 江原大輔 副議長 神坂達成

永井里菜 堀川友良 出雲圭子
尾上貴明 池田めぐみ 井原　隆
吉田一志 金井康博 萩原章弘

表紙では、さいたま市10区の様々な魅力を紹介して
います。それぞれの名産品や名所などを組み合わせ
て、各区の名前を表現しています。今号は、菜の花、
盆栽、漫画会館などを取り上げました。

さいたまさいたま

K I TA

北区

今号の表紙は

定例会
2月
令和6年

ロクマル＝60   6 0人の議員は市民の代表。さいたま市議会の動きをコンパクトに伝えます。

市議会だよりさいたま｜No.99 2024.5.1

www.city.saitama.lg.jp/gikai/

どうやってできるの？
「予算」と「条例」
予算と条例ができるまでの流れを議会のはたらきとともにご紹介。

K I
TA

地域経済を活性化させる重要なツール
デジタル地域通貨は、スマートフォンアプリで提供される、特定の地域
内だけで利用できる決済手段です。利用者は現金を使わずにスムーズ
な支払いができ、ポイント付与や特典が設定される場合もあります。店
舗側は、利用者が加盟店を優先的に利用することでの売上増加や、低
い決済手数料の設定による負担軽減が可能です。利用データの活用や
他サービスとの連携も可能であり、地域経済の活性化や行政サービス
の向上を目指す取組として注目を集めています。

さいたま市でも始まるデジタル地域通貨・市民アプリ
本市でも、地元の経済団体や企業等、市が出資して設立する地域商社
により、6月に提供予定の「市民アプリ」の機能の一つとして、デジタル
地域通貨の運用が始まります。令和6年度中は、チャージ額に応じて
3％分のポイントが付与されます。市民アプリは、デジタル地域通貨を
はじめ、図書館、健康づくりなどの様々な行政サービス・民間サービス
とも連携し、くらしを豊かにするツールとして期待されています。最新
の情報はホームページをご確認ください。

デジタル地域通貨の導入

KEYWORD ロクマル
キーワード

2月定例会の中から気になる言葉を取り上げ、
解説します。

N
o.99 2024.5.1　

市
議
会
だ
よ
り
さ
い
た
ま
　
編
集
・
発
行
>>さ

い
た
ま
市
議
会
 〒
330-9588 さ

い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
6丁
目
4番
4号
　
Tel.048ー829ー1748  Fax.048ー829ー1984

この議会広報紙は645,000部作成し、１部当たりの作成経費は12円です（企画編集の経費を含みます）。

市議会のくわしい情報は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

毎定例会後、テレビ埼玉で放送しています。放送日時は秘書
総務課までお問い合わせください(Tel.829-1748)。
市議会ホームページやYouTubeでいつでも視聴できます。

テレビ番組「ようこそさいたま市議会へ」 

市ホームページ




